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1   はじめに 
固体中における分子運動は材料の物性を左右する 

重要な要素である．我々は最近，筒状ホスト分子と 
CH-π水素結合により会合するゲスト分子からなる 

超分子錯体を開発し，内部のゲスト分子が高速で回
転する「分子ベアリング」となることを見出した[1]． 

本研究では，同じく CH-π 水素結合により会合する 

超分子錯体において，分子形状に手を加えることで 
回転速度を低下させられることを見出した[2]． 

2   実験 
筒状分子とピレンをクロロホルム／2-プロパノー

ルの混合溶媒に溶解させ，徐々に濃縮することで超 
分子会合体の良質な単結晶を得た．これをKEK-PF 
BL-1A にて 95 K で単結晶 X 線回折実験を行い，
その分子構造を明らかにした．  

3   結果および考察 
ゲストであるピレンの長軸方向の長さはやや筒状 

分子の直径よりも大きいため，会合により楕円形に 
歪んだ構造を取っていた (図 1)．固体重水素 NMR 

を用いてピレン分子の固体内での動的挙動を解析し 

たところ，その速度は検出限界以下の遅いものであ 

ることが明らかになった．ホスト分子の変形により 

その回転が妨げられたものと考えられる．また興味 

深いことに，筒状分子は固体内において二重らせん 

を形成する形にパッキングし，ピレンもその内部で 
二重らせん状に並んだ構造となっていた (図 2)． 

図 1. 放射光 X 線構造解析により明らかになった筒
状分子とピレンからなる複合体の分子構造と

Hirshfeld 表面解析の結果．CH-π 接触のある部分を
色付けしている． 

図 2. 放射光 X 線構造解析により明らかになった筒
状分子とピレンからなる複合体のパッキング構造．

二重らせん状に並んだ筒状分子の中でピレンが並ん

でいる． 

4   まとめ 
楕円形のゲスト分子を利用することで，CH-π 水

素結合により形成する超分子の動的挙動を制御する

ことに成功した．また，興味深い二重らせん状パッ

キング構造の構築に成功した． 
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